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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開日】平成31年4月18日(2019.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-015
【出願番号】特願2018-165692(P2018-165692)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｃ    1/00     ６５０Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月6日(2021.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有用性統計を取得するためのコンピュータ実装の方法であって、前記方法が、第１のコ
ンピューティングデバイスを備え、
　公開鍵／秘密鍵の対に基づいて一組のクラスラベルを暗号化して、一組の暗号化された
クラスラベルを取得することと、
　第２のコンピューティングデバイスに公開鍵及び前記一組の暗号化されたクラスラベル
を送信することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスに記憶された、前記第１のコンピューティング
デバイスに知られていない一組のデータを使用して前記第２のコンピューティングデバイ
スによって計算された値であって、前記第２のコンピューティングデバイスのみが知って
いる手法で暗号化され、前記公開鍵を使用してさらに暗号化された値を受信することと、
　秘密鍵に基づいて、前記第２のコンピューティングデバイス以外のすべての要素が知ら
ないままの前記暗号化された値を解読して、解読された値を取得することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスに、前記解読された値に基づいて計算された一
対の暗号化された値を送信することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスから暗号化された有用性統計を受信することと
、
　前記暗号化された有用性統計を解読して、解読された有用性統計を取得することと、を
含む、方法。
【請求項２】
　前記一対の暗号化された値を送信することが、
　前記解読された値に基づいて一対の値を計算することと、
　前記公開鍵に基づいて、前記一対の値を暗号化して、前記一対の暗号化された値を取得
することと、をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記解読された有用性統計が所定の閾値を超えると判定することと、
　第２のコンピューティングデバイスから一組のデータを要求することと、
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　前記一組のデータを適用して、前記分類器を改善することと、をさらに含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記クラスラベルが、バイナリ属性と関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のコンピューティングデバイスに要求を送信して、有用性統計を計算すること
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　有用性統計を取得するためのコンピューティングシステムであって、前記方法が、前記
システムが第１のコンピューティングデバイスを含み、さらに、
　１つまたは２つ以上のプロセッサと、
　命令が記憶された、前記１つまたは２つ以上のプロセッサに結合された非一時的コンピ
ュータ可読媒体と、を備え、該命令が、前記１つまたは２つ以上のプロセッサによって実
行されたときに、前記１つまたは２つ以上のプロセッサに
　公開鍵／秘密鍵の対に基づいて一組のクラスラベルを暗号化して、一組の暗号化された
クラスラベルを取得することと、
　第２のコンピューティングデバイスに公開鍵及び前記一組の暗号化されたクラスラベル
を送信することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスに記憶された、前記第１のコンピューティング
デバイスに知られていない一組のデータを使用して前記第２のコンピューティングデバイ
スによって計算された値であって、前記第２のコンピューティングデバイスのみが知って
いる手法で暗号化され、前記公開鍵を使用してさらに暗号化された値を受信することと、
　秘密鍵に基づいて、前記第２のコンピューティングデバイス以外のすべての要素が知ら
ないままの前記暗号化された値を解読して、解読された値を取得することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスに、前記解読された値に基づいて計算された一
対の暗号化された値を送信することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスから暗号化された有用性統計を受信することと
、
　前記暗号化された有用性統計を解読して、解読された有用性統計を取得することと、を
含む、動作を行わせる、コンピューティングシステム。
【請求項７】
　前記一対の暗号化された値を送信することが、
　前記解読された値に基づいて一対の値を計算することと、
　前記公開鍵に基づいて、前記一対の値を暗号化して、前記一対の暗号化された値を取得
することと、をさらに含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記解読された有用性統計が所定の閾値を超えると判定することと、
　前記第２のコンピューティングデバイスから一組のデータを要求することと、
　前記一組のデータを適用して、前記分類器を改善することと、をさらに含む、請求項６
に記載のシステム。
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